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予算額（Ａ） 収　入 支　出
金額（Ｂ） 割合（Ｂ／Ａ） 金額（Ｃ） 割合（Ｃ／Ａ）

一般会計 513億6,777万円 376億5,114万円 73.3％ 429億7,232万円 83.7％
特別会計 282億5,845万円 208億   294万円 73.6％ 250億6,173万円 88.7％
合　　計 796億2,622万円 584億5,408万円 73.4％ 680億3,405万円 85.4％

市税の種類 平成25年度予算 市民一人当たり
個 人 市 民 税 42億6,196万円 42,759円
法 人 市 民 税 11億4,332万円 11,471円
固定資産税など 68億5,029万円 68,728円
軽 自 動 車 税 2億3,043万円 2,312円
市 た ば こ 税 7億   992万円 7,122円
入 　 湯 　 税 1,035万円 104円
都 市 計 画 税 8億1,538万円 8,181円
合　　　計 140億2,165万円 140,677円

現在高
一般会計 554億6,268万円
特別会計 241億   141万円
合　　計 795億6,409万円

収入 25億2,188万円
支出 24億2,094万円
差引 1億  　94万円

平成24年度予算の執行状況（平成25年３月31日現在）

平成25年度予算の市税内訳と市民一人当たりの負担状況市債現在高の状況（平成25年３月31日現在）

水道事業の収入と支出の状況
（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

市の財政状況を見てみよう！

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト・Ｐ
Ｍ
2.5
に
注
意
を

〜
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
控
え
て
〜

　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、天
気
が
よ
く
、

気
温
が
高
く
、
風
の
弱
い
日
に
発
生
し
や
す

く
な
り
、
目
や
の
ど
の
痛
み
、
息
苦
し
さ
を

引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
気
象
条
件
な
ど
か
ら
、
濃
度
が
高
い
状
態

が
継
続
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
情
報・注
意
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

●
発
生
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
不
要
不
急

の
自
動
車
の
運
転
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
控
え
て
く
だ
さ

い
。

●
目
や
の
ど
の
痛
み
、
息
苦
し
さ
な
ど
の
症

状
が
あ
る
と
き
は
、
洗
眼
や
う
が
い
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ
Ｍ
2.5
）は
、
粒
子
の

大
き
さ
が
非
常
に
小
さ
い
た
め
、
肺
の
奥
深

く
ま
で
入
り
や
す
く
、
呼
吸
器
や
循
環
器
な

ど
健
康
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
Ｐ
Ｍ
2.5
の
濃
度
が
高
く
な
る
と
判

断
さ
れ
た
場
合
、
県
内
全
域
に
高
濃
度
予
報

が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

●
不
要
不
急
の
外
出
、
屋
外
で
の
長
時
間
の

激
し
い
運
動
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●
屋
内
で
も
換
気
や
窓
の
開
閉
を
必
要
最
小

限
に
し
、
外
気
の
流
入
を
少
な
く
し
て
く
だ

さ
い
。

●
呼
吸
器
や
循
環
器
に
疾
患
の
あ
る
人
、
子

ど
も
や
高
齢
者
は
体
調
に
応
じ
て
慎
重
に
行

動
し
て
く
だ
さ
い
。

 　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

  

微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ
Ｍ
2.5
）

※人口は99,673人で計算しています。

※平成25年４・５月の２カ月は、平成24年度の
現金の収入・支出を行う「出納整理期間」のため、
最終的な執行状況（平成24年度決算）は、広報み
はら12月号でお知らせします。

問
生
活
環
境
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
６
６

問財政課　☎0848・67・6028　　
　水道部管理課　☎0848・64・2279

▲ 宮沖二丁目にある大気測定局
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問
環
境
管
理
課

　

 

☎
０
８
４
８・63・1
2
1
0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■℻ 

０
８
４
８・67・６
０
６
９

○ ×

小　袋

今月から
使用できません

注意してください

1
2

もやすごみの出し方「平成24年度無料可
燃ごみ処理券」の交換

よくある質問と答え3

　「平成24年度無料可燃ごみ処理券（水
色）」は、８月からエコ商品などとの交換
を予定していますので、捨てずに保管し
てください。詳細は広報みはら８月号で
お知らせします。

　残飯・生理用品・お
むつなどは、必要最
小限の分量で、小袋
または新聞などで包
んで、指定袋に入れ
て出せます。

　全体を黒色の袋や
新聞紙で覆った状態
では出せません。

質　　問 選　　択　　肢 答え 説　　明

1 「きれいなかん」
を出す日は？

（ア）もやすごみの日

（ウ）
毎月第２・４・５の週の「資源化ごみの
日」に、「きれいなかん」だけを透明袋、
または中身の見える袋に入れて出し
てください。

（イ）もやさないごみの日

（ウ）資源化ごみの日

2 「きれいなびん」
を出す日は？

（ア）もやすごみの日

（イ）
毎月第１・３の週の「もやさないごみ
の日」に、「きれいなびん」だけを透明
袋、または中身の見える袋に入れて
出してください。

（イ）もやさないごみの日

（ウ）資源化ごみの日

3
ジュースのかん
の出し方で正し
いものは？

（ア）ワインのびんと同じ袋に入れて出す

（ウ）

水ですすいだジュースのかんは、「き
れいなかん」として、「資源化ごみの日」
に出してください。この際、内容物
を取り除き、水で洗った缶詰のかん
と同じ袋に入れて出すことができます。

（イ）ペットボトルと同じ袋に入れて出す

（ウ）缶詰のかんと同じ袋に入れて出す

4

クッキーが入って
いたかんのふた
の出し方で正し
いものは？

（ア）本体につけたまま「きれいなかん」で出す

（ウ）
ふたは、「もやさないごみの日」の「不燃
物」で、本体は「資源化ごみの日」の「き
れいなかん」として、ジュースのかん
などと同じ袋に入れて出してください。

（イ）もやすごみ指定袋に入れて出す

（ウ）「もやさないごみの日」の「不燃物」で出す

5

飲み物やポン酢
のびんと同じ袋
に入れて良いも
のは？

（ア）ドレッシングのびん

（ア）

ドレッシングのびんのほかに、焼肉の
たれ、麺つゆ、ジャム、佃煮のびんも
同じ袋に入れて出すことができます。
ただし、内容物を取り除き、水で洗い、
ふたを外して出してください。

（イ）ビールのかん

（ウ）ペットボトル

6

びんのふたが金
属製の場合、出
し方で正しいも
のは？

（ア）もやすごみ指定袋に入れて出す

（ウ）

ふたが金属製の場合は、「もやさない
ごみの日」の「不燃物」で、プラスチッ
ク製の場合は、「資源化ごみの日」の
「プラスチック製容器包装」で出して
ください。

（イ）「資源化ごみの日」の「ペットボトル」で出す

（ウ）「もやさないごみの日」の「不燃物」で出す

も
や
す
ご
み
の
出
し
方
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　購入済の「可燃ごみ処理
券」は、指定袋に入らないご
みに貼り付けて出すことがで
きます（期限なし）。

　「平成24年度無料可燃ごみ処理券」を使用し、ご
みを出すことができる経過措置は、先月末で終了
しました。
　今月からは「もやすごみ指定袋」で、袋に入らな
いごみは「もやすごみ処理券」を貼って出してくだ
さい。
※指定袋に「もやすごみ処理券」、「可燃ごみ処理券」を
貼る必要はありません。

※ごみ袋は片手で持ち運べる程度の重さ。

も
や
す
ご
み
指
定
袋  

大（
45
リ
ッ
ト
ル
）

※
こ
の
他
、中（
30
リ
ッ
ト
ル
）、小（
15
リ
ッ
ト
ル
）が
あ
り
ま
す
。

⇦

平成24年度無料可燃ごみ処理券
（啓発用を除く）

よくある質問と答えをクイズ形式で説明します（かん・びん編）。
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今
月
22
日（
月
）以
降
に
、
新
し
い
保
険
証

（
橙
色
）を
送
り
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

※
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
水
色
の
保
険
証
は
、

廃
棄
す
る
か
、
保
険
医
療
課
へ
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。

　
年
間
の
保
険
料
は
、均
等
割
額
４
３
，７
３

５
円
と
所
得
割
額
の
合
計
で
す
。

※
所
得
割
額
は
、総
所

得
金
額
な
ど
か
ら
基

礎
控
除
を
差
し
引
い

た
金
額
の
８・３
５
％

で
す
。

限
度
額
適
用・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の

申
請・更
新

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
受
診
す
る
場

合
、
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関
へ
提
示
す
る

と
、
食
費
や
医
療
費
な
ど
の
自
己
負
担
額
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

対
象　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

手�

続
き
の
方
法　
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、

保
険
医
療
課
ま
た
は
各
支
所
の
地
域
振
興

課
へ

※
手
続
き
を
し
た
月
の
初
日
か
ら
の
適
用
と

な
り
ま
す
。

※
今
ま
で
に
手
続
き
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、

今
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
認

定
証
は
保
険
証
に
同
封
し
て
送
り
ま
す
。

　
現
在
交
付
し
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
の
有

効
期
限
は
今
月
末
で
す
。

　
該
当
す
る
人
に
は
、
今
月
下
旬
に
新
し
い

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　
現
在
交
付
し
て
い
る
限
度
額
適
用
認
定
証

と
、限
度
額
適
用・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

の
有
効
期
限
は
今
月
末
で
す
。

　
新
し
い
認
定
証
が
必
要
な
人
は
、
８
月
以

降
に
保
険
医
療
課
、
ま
た
は
各
支
所
の
地
域

振
興
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

用
意
す
る
物　
保
険
証
、
印
鑑

※
限
度
額
適
用・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

の
交
付
後
、
一
年
間
で
通
算
90
日
を
超
え
て

入
院
し
た
場
合
は
、
入
院
期
間
が
分
か
る
物

（
領
収
書
、
入
院
証
明
書
な
ど
）を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
は
、
税
率
、
課
税
限
度
額
と
も
に

据
え
置
き
と
し
、
表
１
の
と
お
り
と
し
ま
し

た
。

　
安
定
し
た
国
保
財
政
を
運
営
す
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
保
加
入
者
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
移
行
し
た
場
合
の
軽
減
判
定
所
得
の
算
定

の
特
例
に
つ
い
て
、
現
行
措
置
の
５
年
間
を

恒
久
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
の
移
行
に
よ
り
、
国
保
加
入
者
が
１
人
だ

け
と
な
る
世
帯
に
つ
い
て
、
平
等
割
額
を
最

初
の
５
年
間
１
／
２
減
額
す
る
現
行
措
置
に

加
え
、
そ
の
後
３
年
間
１
／
４
を
減
額
し
ま

す
。

　
今
月
中
旬
、
世
帯
主
宛
て
に
納
税
通
知
書

を
送
り
ま
す
。
世
帯
に
国
保
加
入
者
が
い
れ

ば
、
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
と
な
り
ま
す
。

届
か
な
い
場
合
は
、
市
民
税
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
第
１
期
の
納
期
限
は
今
月
31
日（
水
）で
す
。

　
国
保
加
入
者
全
員
が
65
～
74
歳
の
世
帯

は
、
国
保
税
を
世
帯
主
の
年
金
か
ら
６
回
に

分
け
て
天
引
き
し
て
い
ま
す
。

〈
注
意
〉

　
次
の
場
合
は
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
。

・ 
世
帯
主
が
国
保
加
入
者
で
な
い
場
合

・ 
国
保
加
入
者
で
あ
る
世
帯
主
が
、
今
年
度

中
に
75
歳
に
な
る
場
合

・ 

世
帯
主
の
年
金
の
年
額
が
18
万
円
未
満
の

場
合

・ 

介
護
保
険
料
と
国
保
税
の
合
計
が
、
年
金

額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合

　
次
の
対
象
者
は
、
一
定
期
間
、
税
額
が
減

額
さ
れ
、
医
療
費
の
負
担
限
度
額
が
下
が
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

対�

象　
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
失
業

（
離
職
）し
た
65
歳
未
満
の
人

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由
欄

に
、
11・12・21・22・23・31・32・33・34
の
い

ず
れ
か
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

申�

請
方
法　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
保

険
証
、印
鑑
を
持
参
し
、市
民
税
課（
市
役

所
本
庁
２
階
）へ

　
次
の
対
象
者
は
、国
保
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

対�

象　
災
害
や
、
65
歳
以
上
で
事
業
の
廃
止

に
よ
る
離
職
な
ど
の
理
由
で
、
国
保
税
の

納
付
が
困
難
な
人

※
詳
し
く
は
、
市
民
税
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
74
歳
ま
で
の
人
が
、
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き
、安
心
し
て
医
療
な
ど
を
受
け
る
た
め
の
制
度
で
す
。
皆
さ
ん
が
納
め
る
国
保
税
は
、医
療
費
や
出
産・

死
亡
な
ど
、
保
険
給
付
の
大
切
な
財
源
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、

加
入
者
の
皆
さ
ん
が
助
け
合
う
制
度
で
す

※①～④の合計額が、年間の国保税額となります。
※課税限度額とは、税額の上限のことです。

表１　今年度の税率と課税限度額

75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
な
ど
を

対
象
と
す
る
医
療
制
度

 

後
期
高
齢
者
医
療
だ
よ
り

１ 　
納
期
限
を
過
ぎ
て
20
日
以
内
に
督
促
状

を
送
り
ま
す
。

２ 　
そ
れ
で
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
通
常

の
保
険
証
の
代
わ
り
に
、
有
効
期
限
の
短

い
短
期
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

３ 　
納
期
限
か
ら
１
年
を
過
ぎ
る
と
保
険
証

を
返
還
し
て
も
ら
い
、
代
わ
り
に
資
格
証

明
書
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
医
療

機
関
を
受
診
す
る
と
き
の
医
療
費
は
、
い

っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
誰
で
も
や
む
を
得
な
い
事
情
は
生
じ
ま
す
。

滞
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
早
め
に
税
制
収
納
課

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
納
付
は
原
則
年
６
回
、
年
金
か
ら
天
引
き

し
ま
す
。
天
引
き
で
き
な
い
場
合
は
、
納
付

書
か
口
座
振
替
に
よ
る
支
払
い
に
な
り
ま
す
。

　
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
人
で
も
口
座
振
替

に
変
更
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
税
制
収

納
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
や
公
的
機
関
の
職
員
を
名
乗
り
、「
医
療

費
な
ど
を
還
付
す
る
」と
言
っ
て
、電
話
で
指

示
し
、
銀
行
や
郵
便
局
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
金
を

振
り
込
ま
せ
る
詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
手
続
き
を
行
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
医
療
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
５
０

　
市
民
税
課（
税
額
に
つ
い
て
）

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
３
１

　
税
制
収
納
課（
納
付
に
つ
い
て
）

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
３
５

問
保
険
医
療
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
５
６

　
市
民
税
課（
保
険
料
に
つ
い
て
）

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
３
１

　
税
制
収
納
課（
納
付
に
つ
い
て
）

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
３
５

●
国
保
税
を
滞
納
す
る
と
…

 
●
納
付
が
困
難
な
と
き
は

 
　
相
談
を

●
国
保
税
の
軽
減

●
更
新
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

○
平
成
25
年
度
の
保
険
料

○
手
続
き
が
必
要
で
す

● 

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を

送
り
ま
す

○
新
し
い
保
険
証
を
送
り
ま
す

○
今
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
り
ま
す

★
不
審
な
電
話
に
注
意
を

●
国
保
税
の
減
免

●
軽
減
措
置
の
延
長
な
ど

●
税
率
、
課
税
限
度
額
と
も

　
据
え
置
き

●
年
金
か
ら
の
天
引
き（
特
別
徴
収
）

●
世
帯
主
に
納
税
通
知
書
が

　
届
き
ま
す

国保だより

医　療　分 後期高齢者
支　援　分

介　護　分
40歳～64歳の人

①�所得割
　[前年中の所得に応じて計算] 7.0％ 2.6％ 2.7％

②�資産割
　[今年度の固定資産税額に応じて計算] 10.0％ 1.0％ 1.0％

③均等割額
　[加入者一人当たり] 23,600円 8,500円 9,500円

④平等割額
　[一世帯当たり] 23,200円 7,700円 6,600円

課税限度額 510,000円 140,000円 120,000円

　国保では、ジェネリック医薬
品に切り替えた場合、自己負担
の削減額が大きい人へ通知をし
ています。

●１月分の削減効果
切り替えた人数　　　2,927人
削減された金額 548万6,026円

 ジェネリック医薬品による
 医療費削減報告
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７
月
21
日（
日
）は

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す

　
棄
権
し
な
い
よ
う
、
一
人
一
人
が
よ
く
考
え
て
、
１
票
を
大
切
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

★
投
票
所
の
変
更

　
次
の
投
票
所
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

本�

郷
期
日
前
　
本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
旧
投
票
所 

本
郷
支
所
１
階
）

西�

野
投
票
区
　
旧
宮
浦
浄
水
場
仮
設
プ
レ
ハ

ブ（
旧
投
票
所　
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー 

ポ

ポ
ロ
）　

●
期
日
前
投
票

　
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
都
合
で
、
投
票

日
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

と�

き・
と
こ
ろ　
市
役
所
議
会
棟
１
階
＝
５

日（
金
）～
20
日（
土
）、
本
郷
生
涯
学
習
セ

●
投
票
所
入
場
券

　
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
。
記

載
内
容
を
確
認
し
、
各
人
ご
と
に
切
り
離
し

て
投
票
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
か
な
い
、
紛
失
し
た
な
ど
入
場
券
が
な

い
場
合
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明

書
を
用
意
し
て
、
投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　
今
年
６
月
22
日
以
降
に
市
内
で
転
居
し
た

人
は
、前
の
住
所
地
で
の
投
票
に
な
り
ま
す
。

入
場
券
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
不
在
者
投
票

　
期
日
前
投
票
の
期
間
中
に
市
外
に
滞
在
し

て
い
る
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
不
在
者
投
票
請
求
書
兼
宣

誓
書（
提
出
先
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

用
意
）に
、必
要
事
項
を
記
入
し
、選
挙
管
理

委
員
会
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
施
設（
指
定
病
院・老
人
ホ
ー

ム
な
ど
）に
入
院・入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ

ン
タ
ー
１
階・久
井
支
所
１
階・大
和
支
所

１
階
＝
14
日（
日
）～
20
日（
土
）

※
時
間
は
ど
の
投
票
所
も
８
時
30
分
～
20

時
。
ど
の
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

用
意
す
る
物　
投
票
所
入
場
券

※
期
日
前
投
票
宣
誓
書
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
投
票
で
き
る
人

　
平
成
５
年
７
月
22
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
平
成
25
年
４
月
３
日
ま
で
に
三
原
市
の

住
民
票
に
記
載
さ
れ
、
引
き
続
き
三
原
市
内

に
住
ん
で
い
る
人

※
成
年
被
後
見
人
も
投
票
で
き
ま
す
。

の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
郵
便
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者

証
に
要
介
護
５
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
、

郵
便
投
票
証
明
書
を
持
っ
て
い
る
人
が
郵
便

投
票
を
希
望
す
る
場
合
は
、
７
月
17
日（
水
）

ま
で
に
投
票
用
紙
な
ど
の
交
付
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
新
た
に
郵
便
投
票
を
希
望
す
る
場
合
は
、

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
開
票

　
即
日
開
票
で
、
21
時
10
分
か
ら
中
央
公
民

館
で
行
い
ま
す
。

平
成
24
年
度　
市
民
の
声
の
集
約
結
果

　
　
「
市
民
の
声
」は
、
皆
さ
ん
の
貴
重
な
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
提
案・提
言
事
業
で
す
。

　
今
月
は
、
昨
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
声
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
昨
年
度
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
市
民

の
声
は
、
４
３
６
通
５
０
７
件
で
し
た
。

　
寄
せ
ら
れ
た
声
の
分
野
別
件
数
と
そ
の
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

５
０
７
件
の「
声
」

 「
声
」の
内
容

・ 

ご
み
の
指
定
袋
制
度
に
つ
い
て 

10
件

・ 

ポ
イ
捨
て
な
ど
不
法
投
棄
に
つ
い
て 

４
件

・ 

野
良
猫・犬
の
苦
情
に
つ
い
て 

４
件

・ 

庁
舎
移
転
に
つ
い
て 

20
件

・ 

公
園
の
管
理
や
遊
具
補
修
に
つ
い
て 

９
件

・ 

駅
前
の
活
性
化
に
つ
い
て 

７
件

　
　・ 

図
書
館
に
つ
い
て 

７
件

・ 

学
校
給
食
に
つ
い
て 

５
件

・ 

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て 

６
件

・ 

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て 

５
件

・ 

生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て 

５
件

・ 

各
種
祭
り
に
つ
い
て 

８
件

・ 

道
の
駅「
み
は
ら
神
明
の
里
」に
つ
い
て

  

７
件

・ 

観
光
案
内
板
の
設
置
に
つ
い
て 

４
件

・ 

道
路
の
改
良・補
修
に
つ
い
て 

15
件

・ 

橋
梁
の
新
設・補
修
に
つ
い
て 

４
件

・ 

窓
口
対
応
へ
の
苦
情
に
つ
い
て 

24
件

・ 

給
与・手
当
て
に
つ
い
て 

８
件

・ 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
安
全
施
設
の
設
置

に
つ
い
て 

９
件

・ 

防
犯
灯
の
設
置・交
換
に
つ
い
て 

７
件

・ 

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

  

６
件

・ 

広
報
紙
に
つ
い
て 

４
件

・ 

納
税
に
つ
い
て 

10
件

・ 

議
員
定
数
な
ど
市
議
会
議
員
に
つ
い
て

  

６
件

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
４
０

　
�℻ 

０
８
４
８・67・６
１
９
６

◆
投
票
時
間

　
７
時
～
20
時

※
久
井・大
和
地
域
は
、全
投
票
所
と
も
７

時
～
19
時
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
投
票
時
間
が
異
な
る
投
票
区

は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

【三原地域】
投票区名 開始時刻 閉鎖時刻
登 　 町

7：00

18：00
小 佐 木 16：30
佐 　 木

18：00須 ノ 上
向 　 田
【本郷地域】
投票区名 開始時刻 閉鎖時刻
本郷第一

7：00

19：00
本郷第二
船木河内谷 18：00
船木中筋

19：00
船木平坂
船木芋堀 8：00 16：00
下 北 方

7：00
19：00

上 北 方
善 入 寺
南方第一
南方第二
南方第三
南方日名内 18：00

 

環
境・衛
生 　
　
　
　
　
　
75
件

1 

都
市
問
題　
　
　
　
　
　
　
70
件

2

 

教
育・文
化　
　
　
　
　
　
　
58
件

3 

福
祉・健
康　
　
　
　
　
　
　
47
件

4 

観
光・産
業　
　
　
　
　
　
　
46
件

5 

道
路・交
通　
　
　
　
　
　
　
41
件

6 

職
員・窓
口　
　
　
　
　
　
　
39
件

7

 
防
災・交
通
安
全　
　
　
　
　
25
件

8 

ま
ち
づ
く
り　
　
　
　

  　
　
22
件

9 

広
報・広
聴　
　
　
　
　
　
　
21
件

10 

そ
の
他 　
　
　
　
　
　
　
　
63
件

11

　総 務 課（〒723-8601 
港町三丁目5番1号☎08 
48・67・6007　 0848・
67・4984　 info@city.
mihara.hiroshima.jp）
へ

市政に関する皆さ
んの意見や提案を
寄せてください

▲�道の駅「みはら神明の里」

▲�“市民の声”を受け、設置
した転落防止柵

市民の声を分野別に分類
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80

そ
の
他

広
報・広
聴

ま
ち
づ
く
り

防
災・交
通
安
全

職
員・窓
口

道
路・交
通

観
光・産
業

福
祉・健
康

教
育・文
化

都
市
問
題

環
境・衛
生

（件）

75
70

58

47 46
41 39

25
22 21

63

�℻ 

広島県選出
議員選挙の投票

比例代表選出
議員選挙の投票

（黄色の用紙）

（白色の用紙）

（ ）
広島県選出
議員選挙
候補者名を
書いて投票

（ ）
比例代表選出
議員選挙

候補者名または政
党名を書いて投票

　
最
初
に
広
島
県
選
出
議
員
選
挙
の
投
票
を
し
、次
に
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
投
票
を

し
ま
す
。


